
中国地区ＤＭＡＴ合同訓練

平成２８（'三１１）１１］|｣～１３１１に開催さｵ'た''１国地ｌＸＤＭＡＴ合liiliilll線に参加させて１回きま

した。その中での学びを共有したいと魁い、今|`jlの報行blfにまとめたものをIiidFIiiさせていた

だきます。

Ｉ|'国地区ＤＭＡＴ合｢il訓練は、征（１１['１国５U,Lで行われるＤＭＡＴの,訓|純です。毎回大規模

な訓練を↑｢っているのですが、この度も冊』根1Aし全域を使ったＩｉｌｌ純で島根県西部を中心とし

た震度７の地震を想定した訓練でした。各ＤＭＡＴが参集するところからのDilll純であり、’'１

国１１動填道の安佐サービスエリアに参集拠点を作ったり、石兇空港にヘリコプターの拠点

を作った０ととても大規模な,illl純でした。また、ＤＭＡＴとＤＥＡＴが合川で訓練するのも今

回が初めての訓練でした。

私たち広島、EAT先遣隊は浜Ⅱ]合同庁介に作らｵ'たＤＰＡＴ１凋耀本部へ参集し、西川病院

の状況を確認するミッションを指示されました。ＤＰＡＴＲ体は広島・島根・'111｣の３県が参

ljuしており、西川病院でそｵ1ぞｵlが参集して訓練が011始となりました。今回の想定ではilk波

はないとのことでしたが、西川病院は海抜５０cmであり、訓|練でも満潮により避難が必要と

の想定でした。滴いて妓初に行ったのは、避難が必要な病棟に患者が３０名いるので２階の

安全な場所へ搬送するというものでした。その作業Ｉｌｌに周東ＤＭＡＴも到諦し一緒に活動す

ることになりました。現場での指Ｆ１(系統を統一するため、ＤＭＡＴの下にＤＰＡＴが入り活動

することにしましたが、実際はできていないことが多く、効率的に動けてなかったことがあ

りました。まず着いた時に活動拠点を作ること、病院職員の把握すること、クロノロ（時系

列にしたii2録）の設置、傷病者リストの作成等です。そのあたりも途中でブリーフイングを

行いながら順次改涛を図I〕ながらの活動になりました。

その後、三原赤十字も釦論し、一緒に活動開始となりました。患者の搬送後はトリアージ

を行い、病院の希望で他ﾘﾊ院へ蛎院・搬送することとなりました。途中隔離の患者が不穏症

状で暴れたことへの対応や避難所で未治療の患者がおり、その対応に行くミッションなど

が迫力Ⅱされ、訓練も充実していたと感じます。iilll純は隔離の患者を広脇ＤＰＡＴが搬送する

こととなり{}{発したところで訓練終「となりました。

訓練の反省では、ＤＭＡＴの指榔にＤＰＡＴが入り活動したことで各本部に報告する内容が

ＤＭＡＴにしか報皆さｵ[ていなかったこと、現場の忙しさからトリアージ後の患者のケアを

していなかったことなどがあがりました。参加者の思いを聞いていくとＤＭＡＴは精神的な

部分は知識がなく、入院形態の理解が}H来ていなかった面があった。DEAＴとしては身体的

な評価は難しく、また、災11f医療に参加した経験では、ＭＡＴより少ないため初動に戸惑い

があり、効率的な行動が}l}来ていなかったということがj2がI〕ました｡命令系統も､ＤＭＡＴ・

DPAＴそｵlぞｵlが作I)、脇ﾉﾉ体iliIlで活動すべきだったなどの意兄がありました。この経験で

自分121身がトリアージが出来ないこともですが、トリアージの援助も学びながらでしかで




